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研究成果の概要（和文）：近年， 非常に狭い空間を歩行する状況において，右側の障害物に多

く接触するという報告がされた．この結果は擬似的空間無視と呼ばれる認知的特性が歩行にも

反映したと解釈されている．本研究ではこの現象に対して，歩行軌道に対して運動性要因や利

き目の要因が与える影響を検証すること，および認知的要因が擬似的空間無視で間違いないか

を検証することであった，実験の結果，歩行軌道の左右偏向度は，隙間を通過する際の足の左

右に規定されることがわかった．認知的要因を検討した結果，体性感覚的注意や視覚的注意が

向けられた方向の逆側に歩行が偏向し，歩行における認知的要因の関与が示唆された．右利き

目の参加者の場合，利き目を遮蔽して隙間を通過した場合に遮蔽側に軌道が偏向した．この結

果は，右利き目者が利き目からの視覚情報に強く依存していることを示唆している．以上の結

果から，隙間通過時の歩行軌道の左右偏向性は視覚性，運動性，および認知的要因の複合的結

果として生起することが示唆された．認知的要因については，疑似的空間無視ではなく，歩行

空間に対する左右への注意配分が反映している可能性が高いと考えられる． 
 
 
研究成果の概要（英文）：Recent studies indicate that cognitively intact individuals 

experience frequent rightward collisions while walking through narrow doorways. Such 

directional bias is attributed to pseudoneglect (a cognitive factor), wherein individuals 

slightly neglect the right hemispace. The present study is an investigation of the impact 

of the stepping foot (a motor factor) and dominant eye (visual factor) on the directional 

bias and of the involvement of pseudoneglect. Participants walked through the perceived 

center of a relatively wide doorway. The magnitude of the deviation of the upper-body 

midpoint from the center of the doorway demonstrated that the foot used to step through 

a doorway had a very strong influence on the directional bias. Both the movement of one 

hand and covert attention to one side of the door caused contralateral deviation of the 

body. The participants of the right dominant eye were affected when crossing the aperture 

while the dominant eye was closed, suggesting that they relied on the visual information 

obtained through the dominant eye. We concluded that the directional bias in the body 

during walking could result from a combination of visual, motor and cognitive factors. 

Regarding the involvement of the motor factors, the results were inconsistent with the 
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predictions based on pseudoneglect but were consistent with predictions based on an 

attentional cueing hypothesis. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００９年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000 

２０１０年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

２０１１年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

年度    

  年度    

総 計 7,200,000 2,160,000 9,360,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学，スポーツ科学 
キーワード：スポーツ心理学 
 
１．研究開始当初の背景 

最近，人は非常に狭い隙間を通過するとき，

左側よりも右側を多くぶつけるという現象

が報告された（Nicholls et al. 2007, 2008)．

彼らはこの現象を，上肢動作中の空間認知
の特性として知られる，”疑似的空間無視
（pseudoneglect）”に起因するものであり，
歩行中になされる空間認知は，上肢動作中
になされる空間認知と同一のプロセスに基
づく情報処理過程であると主張した．しか

し先行研究では，隙間通過時の足の影響など

の要因が厳密に操作されず，単に右足で隙間

を通過したことで重心が右側にシフトし，右

側をぶつけやすいといった可能性が否定で

きない． 
 
２．研究の目的 

本研究では，こうした可能性（運動性要因）

を厳密に数量化しながら，身体中心位置の右

側偏向が生じるかどうかを，５つの実験によ

り検討した． 
 
３．研究の方法 

代表的実験課題と手続き（図 1）

実験Ⅰ：2m前方にある狭いカーテン型通過口

の中心を通過することであった．歩行条

件は，長さ 30cm の水平棒を両手で把持

しながら， 2 条件（通過口通過時の足:

右足・左足; それぞれ Right, Left）の

もとで歩行した．通過口の幅は，肩幅の

1.3 倍および 2.0 倍の 2 条件とした．歩

行速度を，メトロノームを使用して 100

±20cm/s に統制した． 

： 

実験Ⅱ：実験Ⅰの条件に加え，歩行中に水平

棒を把持する棒の開閉動作（右手，左手，

両手の 3 条件）の影響を検討した．通過

口は，肩幅の 2.0倍の 1条件に固定した． 

実験Ⅲ：実験Ⅰの条件に加え，歩行中に左右

の扉で点滅する LED（右側，左側，両側，

なしの 4 条件）の影響を検討した． 

実験Ⅳ：実験１の条件に加え，参加者の利き

目条件（右，左）および，歩行中の眼の

遮蔽（利き目，非利き目，遮蔽なし）を

操作した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1．実験課題は，2m 前方にある狭いカーテ

ン型通過口の中心を通り抜けることであ

った 

歩行の測定

動作解析システム（OQUS, Qualisys製）に

より歩行軌道の左右偏向度を算出した． 

： 

 
４．研究成果 
 



1. 隙間を通過する際の身体中心位置は，通
過する足の左右によって強く影響を受
けることがわかった． 

 
2. 先行研究が明らかにした「歩行軌道が常

に右側にシフトする」という現象は確認
できなかった一方で，歩行軌道は，注意
がむけられた方向とは逆方向にシフト
することが明らかとなった．さらに，擬
似的空間無視の傾向を示す線分二等分
課題の結果との関連性は認められなか
った． 

 
3. 利き目を遮蔽した場合，非利き目を遮蔽

した場合，何も遮蔽しない場合の影響に
ついて検討したその結果，右利き目者の
場合，利き目を遮蔽した場合に隙間通過
時の歩行軌道が利き目と逆である左側に
偏寄することが分かった．これに対して
左利き目者の場合，利き目遮蔽による影
響は見られなかった．この結果から右利
き目者の場合，隙間通過時の歩行軌道は
利き目から入っている情報により強く依
存するのに対して，左利き目者の場合，
利き目に依存しないことが示唆された． 

 
4. 以上の結果から，先行研究の主張とは異

なり，歩行軌道における左右偏向性は運
動性要因（隙間通過時における着地足の
左右）と注意性要因，さらに利き目の要
因（右利き目者の場合）によって複合的
に規定されていると結論づけられる． 

 
5. 擬似的空間無視との対応関係が見られな

かったことから，歩行中になされる空間
認知は，上肢動作中になされる空間認知
とは異なるプロセスに基づく情報処理過
程なのではないかと推察された． 
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